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研究リテラシー教育 

 原子力大学院教育システム GP-ATOM では、基本コースワークと研究リ

テラシーの両輪教育を組織的に展開することとしています。この２大教育

柱の一つである「研究リテラシー教育」について、現況を報告します。 

（１）教育の狙い（目的） 

GP-ATOM における研究リテラシー教育では、大学院修士課程１年生を

主な対象として、研究リテラシーの基礎的な能力の育成を図り、もって後

続の本格的な論文研究（修士・博士）を通した研究リテラシーの効果的な

習得に資することを目的としています。この目的のために、GP-ATOM 研

究リテラシー教育では、新しい知識を生み出すための創造思考の方法に関

する知識の習得（創造思考教育）と、研究業務の仕方に関する知識の習得

（研究業務教育）の両面から、専門分野横断的な汎用的、基礎的な教育を

行っています。 

（２）問題発見・課題設定 

研究リテラシー教育でまず習得が期待される重要な能力は、問題発見か

ら課題設定に至る創造思考の方法です。これは、具体的な大課題を教員が

学生に提示し、その下で問題の所在を学生自ら発見し、それを解決すべき

具体的な課題に設定し、「研究計画書」に記述してもらうプロセスを通して

学んでもらいます。教員は、学生が作成した研究計画書に対し、自らの経

験を踏まえて教育的な指導を行います。このようなプロセスを通して、言

葉では直接表現し難い暗黙的知識である創造思考の方法を学生自ら会得し

てもらうことを期待しています。 

平成 21年度では、大課題として次の３課題を学生に提示しました。 

大課題①：原子力社会受容性向上方策 

大課題②：2020 年のエネルギー戦略 

大課題③：ビーム・プラズマ・先端材料等の産業・医療応用普及方策 
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 学生は、その３課題の中から興味のある大

課題を選択し、その大課題の下で自ら問題発

見・課題設定に取組み、研究計画書を作成し

ました。研究計画書は、当原子核工学専攻の

全教員の分担で審査され、教育的なコメント

とともに学生に戻されました。学生は、教員

のコメントを参考に、再度、研究計画書の修

正に取組みました。こうして作成された研究

計画書を踏まえ、昨年７月に「課題発表会」

が開催されました。ここでは、学生全員が、

自ら設定した研究課題について、その研究の

目的、課題解決の方法と計画、必要な経費を

説明し、研究計画書の完成に向けて専攻教員

の指導を受けました。 

 課題発表会後、教員のコメントに基づいて、

学生は再度研究計画書の修正に取組むとと

もに、当研究リテラシー教育の特徴である

「習熟度点検」が行われました。これは、あ

らかじめ決められている習熟度点検項目に

従って学生自ら自己の習熟度を点検して「習

熟度点検票」に記入し、それを基に、学生と

複数の教員が個人面談を行うプロセスです。

このようなプロセスを通して、学生が自分の

習熟度を自ら気付くことを狙っています。 

（３）課題解決 

 研究計画書を前学期で作成すると、後学期

ではそれを基に課題解決に取組みます。得ら

れた成果を基に、昨年１２月に中間成果発表

会が、今年３月に最終成果発表会が開催され

ました。ここでは学生全員が、専攻教員の指

導の下、研究計画書を基にどういう成果が得

られたかを発表するとともに、他者の発表に

対して自ら質問する質疑応答訓練も行われ

ました。これらの発表会の後に、課題発表会

後と同様に、それぞれ習熟度点検が行われま

した。 

また、得られた成果は成果報告書にまとめ

られ、成果報告書を通して専攻の全教員が分

担して学生の習熟度の評価を行いました。最

後に、教員のコメントを基に、学生は再度成

果報告書の修正に取組み、約１年間の教育を

終了しました。 

（４）教育効果の把握 

 研究リテラシー教育では、言葉で直接表現

するのが難しい暗黙的知識である創造思考

の方法を扱っているため、教員側が学生の習

熟度を客観的に把握することが難しいとい

う特徴があります。この問題を克服して教育

の実をあげるため、当 GP-ATOM 研究リテラ

シー教育では、学生自ら課題に取組むプロセ

スを重視するとともに、一方では、学生の教

育過程での習熟度を客観的に把握するため

の評価手法の開発も独自に行っており、教育

指導に生かしています。 

 以上述べたように、学生による研究計画書

や成果報告書などの「研究関連書類の作成」、

課題発表会や成果発表会などの発表会での

「発表及び質疑応答」、研究計画書や成果報

告書に対する教員による審査書の作成やコ

メントなどの「教員の指導」、学生自ら自己

の習熟度を点検して教員と話し合って自分

の習熟度を自ら気付くためのプロセスであ

る「習熟度点検」、学生の習熟度を把握する

ための「評価手法の開発と評価」など、これ

らが有機的に組み合わされて GP-ATOM 研

究リテラシー教育が進められています。 
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 基本コースワーク教育 

東工大の原子核工学専攻には対応する学科

がなく、幅広い学科の出身者が入学してくるこ

とが特徴です。また、研究重視の点を改善し、

専門性が高く幅広い視野を持つ研究者・技術者

を育てることが、本教育システムの目的の一つ

です。 

 基本コースワークによって習得する能力は、

①幅広い原子力分野の基礎的素養、②社会・国

際コミュニケーション力、③専門的知識の活

用・応用能力、④プロジェクトの企画・マネジ

メント能力です。前学期の基本コースワーク科

目は、各コースの関係教員が各学生と個人面談

を行い、下記科目群の中からそれぞれの学生に

適した科目をバランスよく選ぶよう指導しま

す。論文研究に必要なコースワーク科目につい

ては、学生が研究室所属後、指導教員と相談し

て履修する科目を決定します。 

基本的な科目群には以下のようなものがあ

ります。括弧内はその特徴を示します。 

「基本原子核工学科目群」： 

原子炉理論（講義と演習の組合せで実施）、原

子力安全工学、原子核工学実験（炉物理基礎実

験を合宿形式で実施）、原子核反応・放射線、

原子力熱工学、核燃料・材料工学、燃料サイク

ル工学、原子力システム工学、原子炉設計工学、

核・放射化学（５大学連携大学院ネット）等 

「創造性育成科目群」： 

原子核工学創造実習（理科教育教材開発による

特許申請）、原子力教材開発特論 

「社会・コミュニケーション科目群」： 

技術者倫理、社会的責任、ドキュメンテーショ

ン・スキル、プレゼンテーション・スキル 

「インターンシップ科目群」： 

原子核工学国際インターンシップ、原子核工学

国内インターンシップ 

この他、基本科目を補足するトピックまたは、

専門的講義として、「原子核工学特別講義第一、

第二」および「GP-ATOM 講義第一、第二」が

あります。 

平成 21 年度の「原子核工学特別講義第一」

では、トピックス的なものとして、“原子力ル

ネッサンス”、“原子力と核拡散・反対運動”、

“原子力と報道”などが講義され、専門的なも

のとして“原子力施設のもたらすリスクとそれ

に対する安全規制”と題した高度な専門性のあ

る講義が行われました。 

平成 21 年度から始まった「GP-ATOM 講義」

では、時間的制約から普段の授業では触れるこ

とのできない専門性の高い講義を原子核工学

専攻の各教員が行います。これにより基本コー

スワークによる基礎的素養の涵養のみならず、

専門分野の教育内容の充実を図っています。 

 専門分野については更に「GP-ATOM 特別講

演会」を開催しています。このうちの一つに“プ

ロジェクトマネジメント研修”があります。こ

れは、プロジェクトの企画・マネジメント能力

を養うため、研究・開発・試験などを成功裏に

収めるためのプロジェクトマネジメントの考

え方およびツールを用いた工程の作成法など

について学ぶもので、大学院では研究工程管理

の意識を醸成させ、社会に出てからは実際の仕

事・研究の管理、更には大なり小なりのプロジ

ェクト遂行のための工程立案・管理の基礎を養

うものであります。 
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 基本原子核工学科目群の原子核工学実験で

は、日本原子力研究開発機構(ＪＡＥＡ)、京都

大学で炉物理実験を行っており、実験に必要な

放射線業務従事者登録のために、特殊健康診断

を受けた上で、放射線業務従事者教育訓練およ

び放射線障害予防規定教育など、安全に配慮し

た放射線教育を行っています。 

 インターンシップ科目群では、国内外へのイ

ンターンシップとして、平成 20 年度は、米国

カルフォルニア大学バークレー校に１名、ＪＡ

ＥＡの J-PARC センター核変換セクションに 

１名および同核データ評価グループに１名を

派遣しました。 

 また、基本コースワーク科目の講義の質を高

めるため、学生へのアンケートを行っています。

アンケートは各学期末に１回行われるもので、

この結果を基に、講義や教員の意識の改善の方

向を探っています。 

 

外部諮問会議の開催 

 平成 22 年 2 月 5 日、東工大・大岡山 キャ 

ンパス北１号館１階会議室にて、第２回

GP-ATOM 外部諮問会議が開催されました。当

会議は、GP-ATOM の企画・運営における継続

的改善を図るために、組織および活動に関する

審議ならびに勧告を行います。原子力関連の研

究機関、電力、産業界からの専門家、また、学

内の教育に関する企画運営担当者、GP-ATOM

の取組実施担当者が委員として出席し、活動報

告や審議等が行われました。また、GP-ATOM

の担当教員や教育コーディネータも陪席し、原

子核工学専攻の教員も傍聴しました。 

 会議は、石村委員長の進行で進められ、GP- 

 

 

 

 

ATOM 副代表の井頭委員より活動概要の説明

があり、続いて委員および担当教員により以下

の議題について今年度の活動が報告されまし

た。 

○マルチラボ・トレーニング 

○基本コースワーク教育 

○原子炉実習 

○研究リテラシー教育 

○ポートフォリオ・マネジメント 

○自己点検・評価書 

各項目の説明に対して質疑応答が行われ、各委

員より多くの意見が寄せられ、予定時間を越え

る活発な意見交換となりました。 

 最後に学外委員の感想も含めた全体討議が

行われ、今後の活動に対する貴重なコメントを

頂きました。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

編集局便り：  今号は、この１年の締めくくり 

の意味も含めて、GP-ATOM の２つの柱である 

基本コースワークと研究リテラシーについて、 

コーディネータの先生に報告してもらいました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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